
チャレンジ環境

再生可能エネルギー普及へ新技術・システム開発活発
　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
た
め
の
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

削
減
策
と
し
て
、
太
陽
光
、
風
力
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
対
す
る
要
請
が
高
ま
っ
て
い
る
。
２
０
１
２
年
７
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
」
に
よ
っ
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
量
の
拡
大
な
ど
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
出
力
が
不
安
定
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
、
電
力
品
質
の
確
保
を
両
立

す
る
た
め
、
蓄
電
池
な
ど
の
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
の
採
用
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
他
、
洋
上
風
力
発

電
や
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次
世
代
電
力
網

に
貢
献
す
る
超
電
導
ケ
ー
ブ
ル
の
実
用
化
に
向
け
た
技
術
開
発
な

ど
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
で
導
入
に
弾
み

蓄
電
池
が
核
に
国
際
標
準
化
も
検
討
進
む

太陽光パネルを設置した新築住宅（横浜市港北区）

東京電力旭変電所に設置された
実証試験用の超電導ケーブル

超
電
導
ケ
ー
ブ
ル
電
力
系
統
と
接
続
試
験

　　 ２０１２年 平成２４年 １２月１３日 木曜日 【広告特集】 （ ）

月

日
に

開
か
れ
た
Ｔ

Ｃ
１
２
０
の

第
１
回
国
内

対
応
委
員
会

　
国
内
で
初
め
て
、
実
際
の

電
力
系
統
と
超
電
導
ケ
ー
ブ

ル
を
接
続
し
て
の
実
証
試
験

が
、

月

日
に
東
京
電
力

の
旭
変
電
所

横
浜
市
鶴
見

区

で
始
ま
っ
た
。

―

年
度
を
期
間
と
す
る
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
高
温
超
電
導

ケ
ー
ブ
ル
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
環
で
、
東
京
電

力
、
住
友
電
気
工
業
、
前
川

製
作
所

東
京
都
江
東
区

に
委
託
し
て
実
施
。
実
証
試

験
を
約
１
年
間
、
連
続
し
て

行
う
。

　
世
界
最
大
容
量
で
、
三
本

の
ケ
ー
ブ
ル
コ
ア
を
一
つ
の

断
熱
管
の
中
に
納
め
た
構
造

三
心
一
括
型
の
超
電
導
ケ

ー
ブ
ル
を
、
旭
変
電
所
内
で

全
長
約
２
４
０

に
わ
た
り

設
置
。
液
体
窒
素
を
用
い
た

冷
却
に
よ
っ
て
超
電
導
状
態

を
維
持
し
、
電
力
系
統
に
連

系
す
る
こ
と
で
ケ
ー
ブ
ル
の

実
系
統
で
の
運
用
性
や
信
頼

性
、
安
定
性
を
検
証
す
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成

果
を
基
に
、
引
き
続
き
技
術

開
発
を
行
い
、
超
電
導
ケ
ー

ブ
ル
の
初
期
市
場
形
成
と
、

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
や
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
蓄

電
、
洋
上
風
力
発
電
な
ど
の

新
規
産
業
の
創
出
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
近
年
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
状
況
で
大
き
く
伸
び
て
い

る
の
が
、
家
庭
と
業
務
の
部

門
だ
。
日
本
全
体
の
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
の
観
点
か
ら
、

同
部
門
の
電
力
使
用
に
伴
う

排
出
の
削
減
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
早
稲
田
大
学
と
経
産
省
は

電
力
を
最
適
制
御
し
、
ス
マ

ー
ト
ハ
ウ
ス

次
世
代
環
境

住
宅

や
ス
マ
ー
ト
ビ
ル

次
世
代
環
境
ビ
ル

な
ど

に
お
け
る
電
力
ピ
ー
ク
カ
ッ

ト
・
シ
フ
ト
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
制
御
す
る
技
術
を
開
発

す
る
た
め
の
施
設
を

月
１

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
東
京

都
新
宿
区
の
同
大
学
１
２
０

号
館
内
に
開
設
し
た
「
Ｅ
ｎ

ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ

ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
　
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ

ｍ

Ｅ
Ｍ
Ｓ

新
宿
実
証
セ

ン
タ
ー
」
だ
。
同
施
設
は
標

準
通
信
規
格
を
用
い
て
異
な

る
メ
ー
カ
ー
の
ス
マ
ー
ト
メ

ー
タ
ー

通
信
機
能
付
き
の

電
力
量
計

や
太
陽
電
池
、

電
気
自
動
車
、
電
気
自
動
車

用
充
放
電
装
置
、
燃
料
電

池
、
エ
ア
コ
ン
、
蓄
電
池
な

ど
を
相
互
に
連
携
さ
せ
、
宅

内
の
最
適
制
御
を
行
う
こ
と

で
電
力
使
用
量
を
抑
制
す
る

な
ど
の
技
術
を
開
発
す
る
。

　
ま
た
、
神
奈
川
工
科
大
学

と
経
産
省
は

月

日
、
神

奈
川
県
厚
木
市
の
同
大
学
内

に
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

に

お
け
る
公
知
な
標
準
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ー
ス
で
あ
る
「
Ｅ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
　
Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
規

格
」
の
機
器
認
証
を
支
援
す

る
施
設
を
開
所
し
た
。
施
設

名
は
「
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

Ｅ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
　
Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ

認

証
支
援
セ
ン
タ
ー
」
。

　
両
施
設
は
経
産
省
が
中
心

と
な
っ
て
進
め
て
い
る
「
ス

マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
・
ビ
ル
標
準

・
事
業
促
進
検
討
会
」
の
検

討
の
成
果
と
し
て
誕
生
し

た
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

は
、
太
陽
光
や
風
力
、
中
小

水
力
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス

で
つ
く
っ
た
電
気
を
、
国
が

定
め
る
固
定
価
格
で
一
定
期

間
買
い
取
る
こ
と
を
電
気
事

業
者
に
義
務
づ
け
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
他
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
、

産
業
育
成
に
つ
な
が
る
も
の

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
経
済
産
業
省
・
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
に
よ
る
と
、
固
定

価
格
買
い
取
り
制
度
開
始
以

後

月
末
ま
で
に
経
済
産
業

相
に
よ
る
設
備
の
認
定
を
受

け
た
新
規
設
備
は
、
合
計
で

２
５
５
万
７
０
０
０

。

そ
の
８
割
以
上
が
太
陽
光
だ

っ
た
。

　
内
訳
は
設
備
容
量
の
多
い

順
に
、
全
体
の

・
６
％
に

当
た
る
太
陽
光

非
住
宅

が
１
６
２
万
７
０
０
０

、
同

・
９
％
の
太
陽
光

住
宅

が

万
６
０
０
０

、
同

・
１
％
の
風
力

が

万
６
０
０
０

、
同

０
・

％
の
バ
イ
オ
マ
ス
が

６
０
０
０

、
同
０
・

％
の
中
小
水
力

１
０
０
０

未
満

が
２
０
０
０

だ
っ
た
。
中
小
水
力

１

０
０
０

以
上

、
地
熱

の
認
定
は
な
か
っ
た
。

　
日
本
の
太
陽
光
発
電
は
、

設
置
補
助
金
や
余
剰
電
力
買

い
取
り
制
度
な
ど
に
後
押
し

さ
れ
て
、
住
宅
用
シ
ス
テ
ム

を
中
心
に
急
速
に
普
及
し
て

き
た
。
そ
れ
が
固
定
価
格
買

い
取
り
制
度
に
よ
っ
て
、
大

型
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

導
入
が
広
が
る
な
ど
し
て
、

太
陽
光

非
住
宅

の
認
定

発
電
設
備
容
量
が
ト
ッ
プ
に

躍
り
出
た
形
に
な
っ
て
い

る
。

　
太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導

入
を
可
能
に
す
る
た
め
に
不

可
欠
な
の
が
、
蓄
電
池
だ
。

電
力
の
需
給
両
面
で
の
負
荷

平
準
化
や
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
を
取
り
入
れ
た
社
会
に

お
け
る
分
散
電
源
の
促
進
に

と
っ
て
、
核
と
な
る
重
要
技

術
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。

　
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー

次
世
代
環
境
地
域

の

構
築
に
向
け
て
、
経
済
産
業

省
が
国
内
４
地
域
で
展
開
し

て
い
る
実
証
事
業
「
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
社
会
シ
ス
テ

ム
実
証
事
業
」
で
実
証
実
験

が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
電

機
メ
ー
カ
ー
が
製
品
化
し
て

い
る
。

　
国
際
電
気
標
準
会
議

Ｉ

Ｅ
Ｃ

は

月
１
日
、
蓄
電

池
な
ど
の
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

貯
蔵
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
新

た
な
専
門
委
員
会

Ｔ
Ｃ
１

２
０

の
設
置
を
承
認
し

た
。
東
芝
と
日
立
製
作
所
が

Ｉ
Ｅ
Ｃ
に
対
し
て
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
の
専

門
委
員
会
の
設
立
を
国
際
提

案
し
、
承
認
さ
れ
た
も
の
。

両
社
は
今
回
、
技
術
的
に
新

し
い
分
野
や

さ
ま
ざ
ま
な

業
種
が
横
断

的
に
関
係
す

る
分
野
な
ど

に
お
い
て
迅

速
な
国
際
標

準
提
案
を
可

能
と
す
る
日

本
工
業
標
準

調
査
会
の
ト

ッ
プ
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
制
度

を
活
用
し
た
。

　
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
シ

ス
テ
ム
は
、
そ
の
設
置
に
当

た
っ
て
、
安
全
面
や
環
境
面

の
リ
ス
ク
、
系
統
連
系
に
お

け
る
技
術
的
課
題
、
社
会
的

に
最
適
な
評
価
指
標
な
ど
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵

シ
ス
テ
ム
の
分
野
は
Ｉ
Ｅ
Ｃ

に
お
い
て
新
し
い
技
術
領
域

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
全
体
を
扱
う
適
切
な
検
討

の
場
が
な
か
っ
た
。

　
今
回
、
両
社
が
共
同
で
設

立
を
提
案
し
、
承
認
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
企
業

が
強
み
を
持
つ
同
分
野
に
お

い
て
、
国
際
標
準
化
の
議
論

を
主
体
的
に
リ
ー
ド
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
。

　

月

日
に
は
東
京
都
内

で
、
Ｔ
Ｃ
１
２
０
の
第
１
回

国
内
対
応
委
員
会
が
開
か
れ

た
。
さ
ら
に

年
春
に
も
Ｔ

Ｃ
１
２
０
の
初
会
合
が
開
か

れ
る
見
込
み
だ
。


